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福島県で最も人が来る図書館 
ネーミングライツ・パートナー募集 

 

福島大学では、大学施設の有効利用を通じて教育研究環境の向上を図ることを

目的に、今回は「附属図書館」を対象に、本日からネーミングライツ（注1）・パー

トナーを募集します。  

福島大学附属図書館は、福島県立図書館に次ぐ県内 2 番目となる約 96 万冊

の蔵書のほか、大小さまざまな学習スペースを備え、一日平均約 1,000 人

（2019 年度実績。年間来館者数は県内一の図書館）の学生・教職員が利用して

おり、学外の一般利用者にも開放されている（注 2）施設です。 

パートナーになられる事業者にとっては、本学の施設やスペースに愛称を設

定することで、企業認知度の向上に伴う広告宣伝効果、リクルート活動の促

進、イメージアップ等の効果が期待されます。 

本学とともに、「イノベーションの担い手」となる学生を育成するため、お

力添えいただける方の応募を心よりお待ちしております。 

 
注 1：ネーミングライツとは「命名権」をいう。 
注 2：学外の利用者については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、現在は一部利用制限

があるため、事前にご確認いただいたうえでの来館をお願いしています。 

 

募集対象施設 福島大学附属図書館（別紙「対象施設一覧」参照） 

募集締切 令和 5 年 1 月 31 日（火）必着 

※この期間に応募者がなかった場合は、その後随時募集とする。 

上記のほか添付チラシ、詳細については、以下「福島大学附属図書館ホームペ

ージ」に掲載の「募集要項」による。 

 

 ※福島大学附属図書館ホームページ 

  https://www.lib.fukushima-u.ac.jp/NamingRights/   
 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

附属図書館（学術情報課）・木村、小沼、鈴木 

電 話： 024-548-8081 

メール： k-soumu@lib.fukushima-u.ac.jp 

 



福島大学附属図書館

学生・教職員や地域の方の
知名度をUPできます！

学生・教職員約5,000名のほか、本学のス
テークホルダーや地域の方々に企業名のPR
が可能。知名度向上につながります。
また、日常的に会社名が学生に愛称として
呼ばれるようになります。

企業の社会的イメージアッ
プに繋がります！

本学のネーミングライツ・パートナーであ
ることにより、企業の社会的なイメージ
アップに繋がります。

HPやSNS等を通じて、学内
外にも広く周知されます！

大学サイト内で企業名が多く用いられるた
め、検索サイトなどに企業名がヒットしや
すくなります。

教育研究環境の向上に活用
されます！

いただいたネーミングライツ料は、本学の
学生・教職員により良い教育研究環境を提
供するために活用させていただきます。

在学中の学生の目に
触れることになります！

学生はガイダンスの際に必ず企業名を目に
する機会があります。また1日平均およそ
1,000人の利用者の目に触れることになる
ため、リクルーティングの際に有効です。

施設概要などは
裏面をご確認ください

QR
詳細は図書館ホームページをご確認ください！

福島大学附属図書館 企画管理係
E-mail：k-soumu@lib.fukushima-u.ac.jp

お問い合わせ

こんなメリットがあります

ネーミングライツとは？

施設などに愛称を付与する命名権のことです。
施設の魅力向上や、本学及び地域の活性化に繋がります。



詳細は図書館ホームページをご確認ください

図書館総務…

■福島大学附属図書館とは？

※1)令和4年3月末現在 ※2)東北地区大学図書館協議会誌第73号による ※3)2019年度実績
※4)『日本の図書館2020』及び福島県立図書館概要(要覧)による。同規模大学とは、在籍学生数が福島大学と同規模の大学を指す

QR

■ネーミングライツ対象施設例

お問い合わせ QR
詳細は図書館ホームページをご確認ください！

福島大学附属図書館 企画管理係
E-mail：k-soumu@lib.fukushima-u.ac.jp

お問い合わせ

規模 ：553㎡（131席）
契約期間：3年以上5年以下（更新可）
希望ネーミングライツ料：1,000,000円/年

ラーニングコモンズ１ (１階学習スペース)の場合

〇施設概要

施設正式名称：福島大学附属図書館
所在地 ：福島市金谷川１番地
建物構成 ：４階建て
延べ床面積 ：10,638 ㎡

●蔵書数：約96万冊※1) …東北地区の大学図書館内 第3位※2)

●年館入館者数：約29.8万人※3) …県内図書館内でトップ、

同規模の大学図書館内でもトップクラス※4)

〇施設の特徴
2015年に新館が完成した附属図書館。広くて明るい、

大きな図書館に生まれ変わりました。
従来からの静かに本を読み、勉強する場所をはじめ、

様々なスタイルで学習できる「ラーニングコモンズ」が
設置されています。会話をしながらグループ学習なども
できるようになりました。イスや机を動かすことができ
るスペースもあり、自分好みの学習スタイルを見つけ、
目的や気分で場所を使い分けることができる図書館です。

紙の資料だけでなく、電子資源も活用しながら、大学
での学びを深めることができる施設です。



福島大学附属図書館ネーミングライツ対象施設一覧

※以下記載の「希望ネーミングライツ料」は消費税抜きの額であり目安額です。ネーミングライツ料が本学の希望額以上又は未満の場合でも応募可能です。

※掲載している対象施設は事前の現地視察等が可能です。申請書提出先までご相談ください。

2022.11現在

№ 施設名称（全体、フロア・エリア） 建築年 規模
収容人員
（席数）

※（参考）
2022年度席数

希望ネーミング
ライツ料

備考

年 ㎡ 人 人 千円/年

１ 附属図書館（全体）

1981
1985
1994
2014

10,095 689 (500) 2,000

（以下、フロア・エリア単位での選択も可能（複数可））

２ 附属図書館（本館１階）

2-1
（1階）ラーニング・コモンズ１
　　　　　　　　(飲食エリアを除く）

1981 553 131 (83) 1,000

３ 附属図書館（２階）

3-1 （2階）新館２階部分 2014 1,148 156 (132) 600
ラーニングコモンズ2，
パソコンエリア、
参考図書コーナー　等

3-2 （2階）開架閲覧室 1981 787 107 (80) 300

４ 附属図書館（３階）

4-1 （3階）ラーニング・コモンズ３ 2014 220 54 (27) 300

4-2 （3階）セミナールームＡ・Ｂ 2014 122 50 (50) 300 Ａ：49㎡、Ｂ：73㎡

4-3 （3階）セミナールームＣ 2014 98 31 (31) 200

4-4 （3階）スタディルーム１～５ 2014 30 18 (5) 200 6㎡×5室

※（参考）2022年度席数：新型コロナウイルス感染症対策により、2020年度から席数を減らし対応しています。

　申請可能な施設は、下表のうち「１（図書館全体）」の選択か、または、各フロア・エリア（2-1，3-1，3-2，4-1，4-2，4-3、4-4（複数可））
から選択する。


